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 私たちは何気なくあいさつを交わします。

家で、学校で、職場で、様々な場所で「おは

よう」「こんにちは」「おやすみ」と。しかし、

そのあいさつが特別な意味を持つ時があり

ます。例えば、突然家族を失ったとき、最後

に交わしたことばがあいさつの言葉であっ

たということもあるかもしれません。また、

ケンカをしていた友人と仲直りして最初に

するあいさつには格別な喜びの思いが込め

られることもあります。 

 今月の聖書のことばにも、イエスが「お

はよう」と女性たちに発したことが記され

ています。ここだけ読みますと、ただのあ

いさつですが、これは特別なあいさつでし

た。と言いますのは、イエスが復活した日

の朝だったからです。イエスは日曜日の朝

に復活したわけですが、その前の金曜日に

十字架に架けられて処刑され、墓に葬られ

ていました。弟子たちは逃げ、女性たちは

絶望していました。金曜日の夕方は急いで

墓に納めなければならなかっため、安息日

があけた日曜日の早朝にイエスの墓にやっ

てきたのです。すると、墓をふさいでいた

石がわきに転がされていて、女性たちが墓

の中をのぞき込んでみると、墓の中が空に

なっていました。女性たちは、確かに墓に

イエスがおさめられるのを見ていました。

複数の人間で見ていましたから場所を間違

えるはずがありません。女性たちは途方に

くれました。ある人は誰かが取っていった、

と考えました。そんな状況の中で、御使い

が現れてイエスが復活したことを教えてく

れました。女性たちは恐ろしくはあったの

ですが大いに喜んで、急いで墓から立ち去

すると見よ、イエスが「おはよう」と言って彼女たちの

前に現れた。彼女たちは近寄ってその足を抱き、イ

エスを拝した。 【マタイの福音書 28章 9節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

り、弟子たちに復活を知らせようと走って

いました。すると、そこにイエスがいたの

です。そして、「おはよう」とあいさつして

くださいました。彼女たちの喜びはどれほ

どのものだったでしょうか。愛するイエス

が死に、絶望の中にいた二日間を過ごして

いました。遺体を処理することで心の慰め

を得ようとしたのかもしれません。しかし、

遺体は無く、よみがえったと知らせを受け、

実際に復活したイエスに会う。 

 キリスト教の中心には、イエスの十字架

と復活があります。先月書きましたが、イ

エスは私たちの罪を背負って十字架に架か

り、私たちの身代わりとなって死なれまし

た。私たちが受けるべき罪の罰を代わりに

受けられたのです。しかし、死んで終わり

ではありませんでした。罪を背負った結果

死なれたイエスは、罪に勝利し、死に勝利

し復活されたのです。ここに希望がありま

す。ただ十字架で死んで終わりであれば、

キリスト教は広まることなく、ただの民族

宗教で終わったことでしょう。しかし、イ

エスは復活し、その復活を弟子たちは世界

中に宣べ伝え、この日本にまで伝わったの

です。今もなお、世界中に宣教師が渡り、こ

のイエスの十字架の死と復活がもたらす救

いの福音が広められています。科学全盛の

現代にあって、復活は馬鹿げたおとぎ話に

聞こえるかもしれません。しかし、復活の

イエスを宣べ伝えるためにいのちを献げた

多くの人たち、特に復活のイエスを目撃し

た弟子たちは、宣べ伝えたがゆえに命を狙

われても、見てしまったので語り続けまし

た。この復活のイエスは、目には見えませ

んが今も生きており、信じる者たちと共に

いてくださいます。 

◆コラム 

いつか来るとは思っていましたが、とうとう

この時が来ました。イチローの引退です。マリ

ナーズが素晴らしい花道をつくってくれまし

た。あの東京ドームでの拍手やチームメート

とのやり取りを見た時に、なぜだがこみ上げ

るものがありました。全くの部外者である私

がこみ上げるものがあるのですから、チーム

メートや関係者の思いはどれだけのものだっ

たでしょうか。私が生きている間にイチロー

を超える選手が、しかも日本人から出て来る

のか楽しみです。大谷翔平という凄い選手も

出て来ていますが、ケガが心配です。イチロー

の凄い所は大きなケガをしなかったことで

す。一流の条件なのかもしれません。 


